
タ
イ

四
八
九

一
寺
開
基
は
麗
安
こ
年
大
普
主
席
で
、
そ
の
貸
借
入
前
回
一
周
廿
六
日
寂
し
た
。
六
十
六
歳
。
タ
イ
ヨ
ウ
ヤ
マ
太
閤
山
河
北
郡
杉
搬
の
山
中
一
が
明
和
九
年
春
ハ
安
永
元
〉
出
し
た
春
興
句
集
で
、
去

一
修
理
知
好
法
名
大
鹿
院
菩
提
の
震
に
建
立
し
た
も
の
一
ダ
イ
ギ
ヨ
ウ
ジ
穴
行
寺
珠
訓
郡
熔
繰
に
在
つ
一
の
小
字
で
あ
る
。
加
越
能
萄
跡
緒
に
、
『
杉
瀬
村
持
山
一
年
の
み
つ
ね
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
外
題
は
『
大
童

で
あ
る
か
ら
大
鹿
寺
と
穣
し
た
と
い
ふ
。
関
山
は
傑
一
て
、
巽
宗
西
涯
に
回
す
る
。
一
之
内
往
還
遣
の
脇
に
大
山
と
申
有
之
候
。
古
へ
太
閤
一
の
曲
世
を
ゆ
ふ
山
の
花
呑
む
.
縫
穴
』
を
護
句
に
し

外
露
英
。
大

E
五

年

今

の

地

に

縛

じ

た

。

一

ダ

イ

ギ

ヨ

ウ

ジ

大

行

事

J
ペ
ツ
サ

y

則
山
。
一
線
御
馬
京
市
所
と
申
侍
候
。
』
と
あ
る
。
一
た
飲
仙
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
採
っ
た
も
の
で
あ

タ
イ
ガ
ン
ジ
マ
へ
大
蟻
寺
前
金
揮
の
萄
町
名
。
一
ダ
イ
ギ
ヨ
ウ
ジ
ガ
ハ
大
行
事
川
源
平
蛾
表
記
一
ダ
イ
ヨ
タ
マ
ヒ
大
黒
舞

4
フ
タ
ノ
カ
ミ
稿
一
る
。
白
猿
洞
索
絡
の
践
が
あ
り
、
板
下
は
袈
水
自
筆

大

接

寺

の

門

前

で

あ

る

か

ら

こ

の

名

が

あ

る

。

援

務

一

廿

九

に

、

器

永

ご

年

磁

波

山

合

戦

の

後

、

平

箪

は

藤

一

之

跡

。

一

で

、

板

元

は

書

い

て

な

い

。

後
は
縮
川
角
揚
町
と
し
た
。
一
塚
・
今
湊
・
安
宅
を
指
し
て
務
ち
た
が
、
小
川
大
行
事
一
ダ
イ
ヨ
タ
マ
ル
大
黒
丸
安
永
八
年
三
周
十
四
一
タ
イ
ザ
ン
Z

ヨ
ヂ
ン
太
山
知
元
官
洞
宗
の
倫
。

ダ
イ
キ
イ
ン
大
機
腕
加
賀
帯
主
第
三
代
前
回
一
の
洪
水
に
一
千
俄
騎
溺
死
し
た
と
載
せ
て
ゐ
る
。
こ
一
日
石
川
郡
撰
よ
町
村
木
屋
醗
右
衛
門
が
新
造
し
た

E
一
筑
紫
の
入
。
幼
に
し
て
併
と
な
り
、
諸
調
師
に
歴
奉

利
常
の
子
大
型
寺
務
中
一
第
二
代
前
田
利
明
の
法
説
。
一
の
大
行
事
は
、
石
川
郡
銭
関
郷
小
川
村
に
鎮
座
す
る
一
般
で
あ
る
o
そ
の
積
載
蹟
二
千
石
、
長
さ
ご
十
間
四
一
し
、
導
い
で
蛾
山
紹
碩
に
依
っ
た
o
法
見
遁
幻
の
加

隷

L
〈
は
大
様
院
賢
翁
紹
英
大
居
士
。
一
小
白
山
の
耐
簸
が
、
別
山
大
行
事
を
勅
踏
し
た
も
の
一
尺
、
幅
七
聞
ご
尺
、
舵
底
ま
で
の
深
さ
四
閥
、
屋
根
一
賀
に
翠
奥
寺
を
開
い
た
後
、
如
元
嗣
法
し
て
住
持
と

ダ
イ
キ
ギ
ヨ
ウ
キ
ユ
ウ
大
機
行
休
石
川
郡
山
田
一
で
あ
る
厨
か
ら
、
河
名
に
も
呼
ん
だ
ら
し
〈
、
小
川
一
ま
で
の
高
さ
筑
間
三
尺
、
商
の
長
さ
四
間
四
尺
と
起
一
な
り
、
次
い
で
総
持
寺
に
出
悦
し
、
幾
く
な
ら
ず
し

洞
宗
大
莱
寺
三
十
四
代
の
住
持
。
上
州
の
入
、
梅
禄
一
は
即
ち
大
行
事
川
で
あ
る
と
い
ふ
。
今
は
大
陸
寺
周
一
録
せ
ら
れ
て
跨
る
。
一
て
翠
奥
寺
に
鴎
b
寂
し
た
・
。

氏
。
識
を
泰
寧
寺
賓
室
境
に
受
け
、
田
山
に
嗣
法
し
一
水
と
い
ふ
の
が
あ
る

0
4ヲ
ガ
ハ
小
川
。
一
タ
イ
コ
ノ
太
滋
野
石
川
郡
吉
野
な
る
手
取
川
一
タ
イ
タ
イ
ン
大
慈
院
加
賀
藩
主
第
五
代
前
回

た
。
嘗
て
分
座
を
大
束
寺
に
領
L
、
次
い
で
永
平
寺
一
タ
イ
キ
ヨ
ウ
ポ
ウ
大
鏡
坊
羽
咋
郡
湖
谷
に
あ
一
の
沿
障
に
在
る
。
加
越
能
萄
跡
緒
に
、
『
吉
野
領
の
内
一
綱
紀
の
側
室
渡
謹
氏
の
法
説
。
祥
し
く
は
大
慈
院
仁

に
移
b
、
後
法
を
永
建
寺
に
開
き
、
事
保
十
三
年
=
こ
っ
て
日
溜
宗
に
鴎
す
る
。
妙
成
寺
の
塔
顕
で
、
慶
長
一
に
、
太
鼓
野
と
云
所
有
。
往
来
の
道
五
十
聞
許
の
閥
、
一
説
日
雄
大
妨
。

用
大
采
寺
に
入
っ
て
開
堂
、
十
五
年
六
周
廿
一
日
方
一
元
年
間
寺
十
一
代
目
充
の
隠
栖
と
し
て
之
を
創
建
し
一
牛
馬
諮
り
候
へ
ば
、
太
鼓
の
如
く
響
あ
る
故
、
太
鼓
一
ダ
イ
シ
ヅ
カ
大
師
塚
金
滞
小
坂
神
社
の
境
内

丈

で

寂

し

た

。

欝

六

十

究

。

一

た

と

い

ふ

。

一

野

と

い

ふ

0
』
と
見
え
、
白
山
港
記
に
は
鼓
谷
と
記
し
一
実
質
谷
の
遜
に
あ
っ
た
。
錨
尾
担
に
、
『
何
人
の
墳
墓

ダ

イ

キ

ゲ

ン

ジ

ヨ

ウ

大

機

玄

乗

金

棒

曹

洞

宗

一

ダ

イ

タ

マ

チ

大

工

町

金

擦

の

町

名

。

務

初

以

一

て

あ

る

。

一

な

る

か

静

か

な

ら

ず

。

近

年

こ

の

墳

墓

を

銅

り

見

し

貧
困
寺
コ
一
十
三
代
の
住
持
。
生
闘
は
加
賀
。
金
海
都
一
来
大
工
の
邸
地
に
賜
は
っ
た
所
で
、
昔
は
一
町
全
部
一
タ
イ
ザ
ン
ウ
ン
ギ
ヨ
ウ
泰
山
雲
莞
留
調
宗
の
一
に
、
石
の
帯
・
曲
玉
・
褒
或
は
水
晶
な
ど
の
宝
を
ば
、

住
寺
よ
り
治
山
L
、
安
政
五
年
八
用
サ
七
日
を
以
て
一
間
取
の
者
の
み
居
住
し
た
が
、
後
子
孫
断
絶
或
は
零
一
信
。
朝
合
義
景
の
末
子
で
あ
っ
た
。
長
兄
は
早
慣
、
一
一
品
館
に
三
杯
ば
か
り
も
掘
出
し
た
り
o
共
徐
瑠
璃
の

謡
化
し
た
。
一
帯
し
、
大
工
な
ら
ざ
る
者
も
入
交
っ
て
厨
住
す
る
こ
一
次
児
愛
王
丸
は
実
正
元
年
義
潰
滅
亡
の
時
、
織
田
信
一
珠
な
ど
も
あ
り
た
り
と
て
、
持
ち
停
ふ
る
も
の
此
遜

ダ
イ
ギ
ソ
ウ
ヨ
ウ
大
義
宗
孝
金
棒
瞥
洞
宗
天
一
と
に
な
っ
た
。
故
に
駿
滞
前
ま
で
は
大
工
肝
煎
の
毅
一
長
の
命
に
よ
り
丹
羽
長
秀
に
総
せ
ら
れ
、
附
し
て
笛
一
に
あ
り
と
。
さ
ら
ば
高
位
高
官
の
人
の
古
墳
に
て
、

徳
院
六
代
の
住
持
。
寛
延
三
年

E
n十
六
日
寂
o

一
許
の
者
と
、
地
子
肝
煎
の
裁
許
の
者
と
共
に
居
住
し
一
時
二
歳
の
雲
発
は
乳
母
と
共
に
遁
れ
た
が
、
八
歳
の
一
い
と
上
代
よ
り
の
墳
墓
な
る
べ
し
0
』
と
あ
る
。

ダ
イ
ギ
ユ
ウ
大
牛

J
イ
ツ
ト
ウ
〆
イ
ギ
ユ
ウ
一
た
が
、
館
大
工
職
の
者
が
多
か
っ
た
。
一
時
越
前
質
問
寺
に
投
じ
て
象
山
に
師
事
し
、
受
具
の
一
タ
イ
シ
ツ
ソ
ウ
カ
ン
太
霊
泉
担
金
滞
留
洞
宗

一
一
統
大
牛
o

e

-

-

ダ
イ
ヂ
ン
ソ
ウ
シ
ン
大
源
泉
毘
曹
洞
宗
の
備
。
一
後
越
江
大
澗
寺
光
閥
、
越
中
瑞
飽
寺
鹿
山
、
加
賀
貫
一
貫
岡
寺
ご
十
四
代
の
住
持
。
生
凶
は
能
登
。
越
後
村

ダ
イ
ギ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
チ
ョ
ウ
大
鴎
高
釣
石
川
郡
一
加
賀
の
人
。
蟻
山
紹
碩
に
就
き
て
徹
悟
し
、
総
持
寺
一
閣
寺
毘
山
に
見
え
た
。
後
能
登
の
長
齢
寺
に
住
L
、
一
上
の
耕
雲
寺
よ
り
準
山
し
、
安
政
元
年
七
用
骨
四
日

曹
洞
宗
大
東
寺
四
十
代
の
住
持
。
武
蔵
の
入
、
久
保
一
に
出
慨
し
、
永
光
寺
に
移
。
、
後
加
賀
の
仰
陀
寺
の
一
総
持
寺
に
上
っ
て
塔
頭
芳
春
院
を
主
b
、
更
に
湿
っ
一
現
住
申
沼
化
し
た
。

氏
。
逝
外
門
の

E
鵡
に
授
じ
て
受
梁
し
、
事
保
十
二
一
関
山
と
な
り
、
建
徳
元
年
十
一
周
二
十
日
寂
し
た
。
一
て
石
川


